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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成28年12月28日(2016.12.28)

【公開番号】特開2015-153602(P2015-153602A)
【公開日】平成27年8月24日(2015.8.24)
【年通号数】公開・登録公報2015-053
【出願番号】特願2014-26082(P2014-26082)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｊ  61/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｊ  61/88     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｊ   61/20     　　　Ｓ
   Ｈ０１Ｊ   61/88     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月14日(2016.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本管部及び細管部を有する発光管と、
　前記細管部に挿入して設けられた電極と、
　前記発光管の内部に封入された発光物質とを備え、
　前記発光物質の封入量が、前記細管部の内部に形成される隙間体積に基づいて設定され
ている高圧放電ランプ。
【請求項２】
　本管部及び細管部を有する発光管と、
　前記細管部に挿入して設けられた電極と、
　前記発光管の内部に封入された発光物質とを備え、
　ランプ動作中において、液状となった前記発光物質量が、前記細管部の内部に形成され
る隙間体積以下に設定されている高圧放電ランプ。
【請求項３】
　前記発光物質の封入量Ｙ（μｍｏｌ）は、前記細管部の隙間体積をＸ（ｍｍ3 ）とした
場合、１４×ｌｎ（Ｘ）≦Ｙ≦４０×ｌｎ（Ｘ）を満たすように設定されている請求項１
記載の高圧放電ランプ。
【請求項４】
　前記発光物質の封入量Ｙ（μｍｏｌ）は、前記細管部の隙間体積をＸ（ｍｍ3 ）とした
場合、１４×ｌｎ（Ｘ）≦Ｙ≦１４×ｌｎ（Ｘ）＋１８を満たすように設定されている請
求項２記載の高圧放電ランプ。
【請求項５】
　前記細管部に挿入して設けられた電極は、一対の電極であり、
　ランプ電力をＷ（ワット）、前記本管部の内径をＤ（ｍｍ）、前記一対の電極の先端の
間の距離をＥ（ｍｍ）とした場合、
　Ｇ＝Ｗ／（３．１４×Ｄ×Ｅ×０．０１）で表される管壁負荷Ｇ（ワット／ｃｍ2 ）が
、２０≦Ｇ≦４０を満たしている請求項１乃至４の何れか一項に記載の高圧放電ランプ。
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